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英国におけるフットボールの歴史に関する研究(2)

～フットボールに関する最初の記録について～

秦修司

AStudyonHistoryofFootballinBritain(11）
－EarliestRecordsofFootball-

SｈｕｊｉＨＡＴＡ

めた。使者は球技（pilaeludus）をめぐって口

論を始めた若者たちの中に，ついに，捜し求め

る少年を見つけた。このゲームについてはあい

にく，何の説明もなく，それがフットボールで

あると先験的に決めることはできない。事実，

ローマ占領以前（Ａ､、４３年以前）のケルト族

の間にはフットボールに関する証拠はないし，

判明している限り，ローマ人はフットボールを

行わなかった3)ので，ケルト族がフットボール

を征服者であるローマ人から学んだと推定する

ことはできない。つまり，ヴォルテイゲルンの

使者が，マーリンがフットボールをしているの

を見たとか，HistoriaBrittonumのこの部分の

著者が自分を言及しているゲームをフットボー

ルと理解していたとか決めるだけの確実な証拠

はない。

イングランドでは1314年ごろまではフット

ボールについての記録はない。しかし，1175年

から1341年までには球技(ball-game)について

の言及は数多くあり，それ自体としても興味深

いが，又，それがフットボールの言及と解釈す

べき余地が充分あるために，この場合，特に興

味深いものである。

そこで本研究は，マープルズ箸のAHistory

ofFootballの第二章，EarliestRecordsを取り

あげ，彼のAHistoryofFootballとマグーン

目的

マグーン（F・Ｐ、Magoun，ＪＲ）は自著の

HistoryofFootbaUfromtheBeginingtol871

（K61nerAnglistischeArbeiten,1938）の第一

章，Fromtheearliestrecordstotheendof

themiddleAges（tol500）（１頁-18頁）にお

いて，又，マープルズ（Marples）は自著のA

HistoryofFootball（London，Secker＆

Warburg,1954)の第二章,EarliestRecords(１９

頁-23頁）において，英国におけるフットボー

ルについての最初の記録について究明してい

る。

民衆のスポーツの娯楽に関する記録はノルマ

ン征服（1066年）以前のイングランドからのも

のは極めて乏しい')。さいころ(dicing)，鷹狩り

（hawking)，そして狩猟(hunting)が気に入り

の娯楽であり，征服前のイングランドの人々が

ある類の球技（ball-play）を知っていたことは

９世紀のネンニネス（Nemnius）著，Historia

Brittonumの中のマーリン（Merlin）の物語か

ら明らかである2)。５世紀のケルト族のケント

王(KingKent）（実在の人物か架空の人物かは

不詳）であるヴォルテイゲノレン（Vortigern）は

国中に使者を遣わして父親のない少年を捜し求

平成元年９月16日受理
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著のHistoryofFootbaUfromtheBeginingto

l871を主たる参考文献として，英国における

フットボールの最初の記録について明らかにし

ようとする。

マープルズは上のラテン語を次のように英訳し

ている。

ａｆｔｅｒｄｉｎｎｅｒａｌｌｔｈｅｙｏｕｔｈｏｆｔｈｅｃｉｔy

proceedtoalevelpieceofgroundjust

outsidethecity(probablySmithfield)for

thefamousgameofball(adludempilae

celebrem)．

Thestudentsofeverydifferentbraｎｃｈｏｆ

ｓｔｕｄｙｈａｖｅｔｈｅｉｒｏｗｎｂａｌｌ;andthosewho

practisethedifferenｔｔｒａｄｅｓｏｆｔｈｅｃｉｔｙ

ｈａｖｅｔｈｅｉｒｓｔｏＱＴheoldermen，the

fathersandthemenofproperty,cameon

horsebacktowatchthecontestsoftheir

juniors,ａｎｄｉｎｔｈｅｉｒｏｗｎｗａｙｓｈａｒｅｔｈｅ

ｓｐｏｒｔｏｆｔｈｅｙｏｕｎｇｍｅｎ;ａｎｄｔｈeseelders

seemtohavearousedinthemanatural

excitement，atseeingsomuchvigorous

exerciseandparticipatingintheplea‐

suresofunrestrainedyouth6）

（昼食のあと，市のすべての若者は有名な球

戯（adludumpilaecelebrem）をするため

に野外（多分にスミスフイールド）へと出

掛ける。それぞれ異った研究分野の学生た

ちがボールを持っている。市の様々な商い

に携わる人々も又，ボールを持っている。

年長者，父親，そして金持ちが若者の試合

を見るために馬に股がってきて，彼等なり

に若者の遊戯に参加する。そして，このよ

うな激しい活動を見物し，あふれるばかり

の若者の満足に参加することでこれら年長

者の胸中には持前の興奮が喚起するようで

ある｡）

本

》銅

英国におけるフットボールについての最初の

記録はトマス・ア･ベケット（ThomasaBeck

et)伝の一部として1175年に書かれ，そして又，

ジョン･ストウ（JohnStow）によるSurveyof

London(1596）の中で引用されているウイリア

ムワィッツステフェン(WilliamFitzstephen）

のDescriptioNobilissimaeCivitalis

Londinae4)の中の告解期（Shrovetide）の祭礼

についての説明で始まると一般的に言われてい

る。この書はロンドンについて，とくに現在ま

でフットボールと同一視されてきた球戯（a

gameofball）を含め，ロンドン市民の娯楽事

について記述していると言われる｡その中では，

告解火曜日（ShroveTuesday）の朝がどれ程，

闘鶏（cock-fighting）や他の少年らしいスポー

ツに費やされているかが記述されており，告解

期の祭礼の特別な言及のあるフットボールに関

係すると思われる一節は次のようになってい

る。

ＰｏｓｔｐｒａｎｄｉｕｍｅｘｉｔｉｎＣａｍｐｏｓｏｍｎｉｓ

ｉuventusurbisadpilaecelebrem

Siugulorumstudiorumscholaressuam

habentpilam；singulorumofficiorum

urbisexercitoressuamsingulipilamin

manibusMaioresnatu，patres，et

divitesurbis,inequis,spectatumveniunt

certaminaiuniorum，ｅｔｍｅｄｏｓｕｏ

ｉｕｖｅｎａｎturcumiuvenibus；etexcitari

videturineismotuscalorisnaturalis，

contemplationetantimotusetpar‐

ticipationegaudiorumadolescentiae

liberioriS5）

ストウの時代から，この－節について多くの

論議がなされてきたとマープルズは言ってい

る。というのはそのラテン語の意味するところ

が必ずしも明確ではなかったからである。例え

ば，マープルズが述べているように，thestu

dentsofeverydifferentbranｃｈｏｆｓｔｕｄｙ（そ

れぞれ異った研究分野の学生たち）と訳した
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singulorumstudiorumscholaresは実際にはど

ういうことを意味するのか。又，thosewho

practisethedifferenttradesofthecity（市の

様々な商いに携わる人々）と訳したsingulormn

officiorumurbisexercitoresとはどういう

人々であったか。しかし，それとフットボール

のゲームを行っているとするのに主たる困難さ

はフイッツステフェンは明確にフットボールに

ついて記述していないことである。フィッツス

テフェンが極めてよく知っていたので，それに

ついて記述していないluduspilaeceleber

（famousgameofball）とは何であったか。

それをホッケーであると示唆する者もあった。

－ストウはまったく根拠のないbastonつま

りbat(パット）の語を翻訳に加えたりさえして

いる7)。しかし，このゲームについての記録が

２，３世紀あとの14,15世紀になってより明確

になるにつれてこのゲームがフットボールと共

通して有していた多くの点が明らかになってく

る｡第一は,そのゲームと1533年から有名になっ

た告解期のフットボール試合との関連である。

告解火曜日のフットボールの記録は，事実，知

られている限りで一番古い言及は1533年のへン

リー・ジー（HenryGee）の最初の市長在任中

のチェスター(Chester)のもので，これについ

てダニエル・キング（DanielKing）（？-1664

年）は次のように書いている。

TheofferingofBallandfoot-Ballsｗｅｒｅ

ｐｕｔｄｏｗｎ，ａｎｄｔｈｅｓｉｌｖｅｒｂｅｌｌｏｆｆｅｒｅｄｔｏ

ｔｈｅＭａioronShrovetuesday､8）

（告解火曜日に市長にポールやフットボール

を献呈することは廃止され，銀の鈴が献呈

された｡）

トポールのシーズンであり，闘鶏は告解期の祝

賀においてフットボールと極めて関連を持って

いる。その他に告解期のフットボールについて

言及するものは，１６世紀以前にはまったくない

のは事実であるが，祭礼としての告解期の祝賀

は海外から導入されたノルマン時代に湖ること

は確かなようである。フットボールが後世での

告解期のゲームであるとすれば，祭礼としての

告解期の祝賀が導入されたノルマン時代も又，

フットボールが告解期のゲームであったとも言

えるかもしれない。第二に，フイッツステフェ

ンが言及しているゲームは学生のグループや

様々な商売を行っている者（多分に徒弟たち）

によって行われているのは確かである。ここで

はラテン語の正確に意味するところは明らかで

ないが,その状況は,徒弟,生徒そして他の人々

がフットボールをするために，告解火曜日を休

日にするように要求した後世の慣習を連想させ

るものであるのは確かである。フイッツステ

フェンが言及しているゲームは，この後世での

フットボールの場合でも極めてよくあったよう

に，それを観て賞賛している年長者たちによっ

て観戦されている。そのゲームがスミスフイー

ルド(Smithfield)として明らかにされている市

のはずれの空地で行われている事実についても

同じことが言えるかもしれない。というのは，

スミスフイールドは，もつと後になっての時代

での人気のあるフットボール競技場の１つで

あったからである。

以上述べたことから，フイッツステフェンが

実際にフットボールについて記述していると考

えられる充分な根拠があると考えられるが，仮

にそうであるとすれば，この一節はいくつかの

理由で独特のものであり，極めて重要である。

そのことは，ノルマン時代にすでにフットボー

ルが普及しており，確立されたスポーツであっ

たことを示すばかりでなく，フットボールと告

解期との関係を他の如何なる記録よりもはるか

以前の年代まで棚らせるのである｡何故ならば，

16世紀以前には，告解期のフットボールについ

そのゲームが告解火曜日に行われ，告解火曜日

独特の娯楽として闘鶏と一緒に記述されている

という事実は，後世についてのフットボールの

知識と照らし合わせてみて，言及されたゲーム

はフットボールであることを強く示唆するもの

である。告解期は何世紀もの間，伝統的にフシ
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manualisashere・Ａｎｄｏｔｈｅｒｗｈｉｌｅｉｔｉｓ

ａｎｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｆｏｒｔｈｅｆｏｏｔｅａｎｄｔｈｅｎｉｔｉｓ

ｃａｌｄｅｉｎＬａtynpilapedalisa`fotebal'・

Thereforeitisshallbesaydofhymthat

beristhesarmys，ｉｎＬａｔｙｎ；‘portattres

pilasargenteasincamporubro，；ｅｔｇａＬ

ｌｉｃｅｓｉｃ；‘ilportdegoweleztroispelettit

d'argent，;etanglicesic;`heberithgowles

iiibaUisofsilver・'9）

〔さて，ここで紋章学の小円形紋に関してそ

のことを示そう。

しかしながら，紋章をラテン語で記述する

場合には，前に論じた紋章記述とこれから

論ずる紋章記述の差異を考えに入れなけれ

ばならない。というのはラテン語のｐｉｌａは

時には前の場合のように，橋やこれに類す

る建造物の脚の下に置く木材を意味するも

のと見られる。また時には，この語ｐｉｌａは

遊ぶために用いるある丸い用具と見られる

からである。この用具は時には手で扱うも

ので，従ってラテン語でpilamanualis(ハ

ンドボール）と呼ばれる。それは時には足

で扱う用具で，従ってラテン語でpila

pedalis（フットボール）と呼ばれる。故に

この紋章を帯びる人はラテン語ではpor‐

tattrespilasargenteasincamporubro

とフランス語ではilportedequeulesa

troistourtauxdargentと，そして英語で

はhebearsgulesthreeroundelssilver(赤

地に三個の銀色の小円形紋を帯びている）

と言われる｡〕

て他に言及するものがまったくないからであ

る。

フットボールのゲームが12世紀に行われてい

たとすれば，１３世紀にもそれが行われていたと

看倣すのは当然である。しかし，１３世紀にフッ

トボールが行われていたことを証明するものが

まったくなく，それに，フットボールが行われ

ていたかもしれないことを示唆するものさえ，

ほとんどない。そのことが，フイッツステフェ

ンが記述しているゲームがフットボールである

ことの反論として用いられるのである。１３世紀

にはその確率の程度がそれぞれ変わるのである

が，フットボールについて言及していると看倣

されるかもしれない背景が３つある。そのうち

の１つは，明確にフットボールについて記述し

ているが，唯一疑わしいのは，それが13世紀に

属するものであるかである。それらがフット

ボールについての言及であるとする困難さは，

`football，の語が英語でその姿を現わきなかっ

た事実による。フットボールが英語の`football，

の語で最初に用いられた記録は1486年に棚る゜

ジュリアーナ・バーナーズ（JulianaBerners）

はTheBokeofSaintAlbarns（1486）に添え

た紋章学に関する論文、TheBlasoningof

Armsの中の小円形紋に関する一節でフット

ボールの比嚥を用いている。

Ｏｆｆｂａｌｌｉｓｉｎａｒｍｓｈｅｒｅｎｏｗｉｔｓｈａｌｌｂe

shewyt

Nevertheles,yemostconsydyradiffer‐

ansintheysblasyngysoftheysarmys

aforeandtheysthatcumafter，ｗｅｎｙｅ

ｂｌａｓｅｔｈｅｙｍｉｎＬａｔｙｎｔｏｎｇ・Forother

whilethystermepilainLaｔｙｎｉｓｔａｋｅｆｏｒ

ｔｏｂｅａｐｅｅｓｅｏｆｔｙｍｂｒｅｔｏｂｅｐｕｔｕｎｄｅｒ

ｔｈｅｐｅｌｏｒｏｆａｂｒｙｇｅｏｒｔｏｓｙｃｈｅａｌｉｋｅ

ｗｅｒｋｅａｓｉｎｔｈ'exempullafor・Ａｎｄｏｄｙｒ

ｗｈｉｌｅｔｈｉｓｔｅｒｍｅｐｉｌａｉｓｔａｋeforacertain

roundeinstrumenttoplaywith,thewich

instrumentservysotherwhｉｌｅｔｏｔｈｅ

ｈａｎｄｅａｎｄｔｈｅｎｉｓｃａｌｄｅｉｎＬatynpila

そして，ballplay，playingatballなどの表現

はネンニウスを考察した際に明らかなように必

ずと言ってよい程，暖昧である。例えば，尼僧

の指導の手引書であるAncreneWisse（1250年

頃）の中でのように，尼僧がやりたいとかられ

る誘惑物の中に含まれているｂａｌｌｐｌａｙ（bal

-pleouwe)の場合のように，それがフットボー

ル以外のゲームを示していることが時々あるの
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(よ確かである'０)。

１３世紀のものであると考えられるフットボー

ルについての言及が３つある。そのうちの２つ

は文学上のものであり，それはラヤモン

（Layamon)作のBrut(1200年ごろ）と作者不

明のキャロル（喜びの歌）である。もう１つは

1280年にノーサンバーランド（Northum

berland）のアッファム（Ulgham）で発生した

死亡事故についての記述である。ラヤモンは

Brutにおいてアーサー王（KingArthur）の二

度目の戴冠式の祝賀での娯楽の中にｂａｌｌｐｌａｙ

を紹介している。そして招待客たちがどのよう

にしてdroveball（drivenballes）faroverthe

fields(野原のはるか遠くまでポールを推し進め

た)か記述している'1)。その節は，もっと後世に

なってのクロス・カントリー（crosscountry）

のゲームを思い浮かばせるものであるが，それ

は同等にハーリング（hurling）又は，その

`drove'の語が示唆しているかもしれないよう

にバットやスティックを必要とする他のゲーム

を示すかもしれないが，フットボールを示すの

かもしれない｡作者不明のキャロル,TheBitter

Withyでは，次のように語っている。

ＯｕｒＳａｖｉｏｕｒａｓｋｅｄｌｅａｖｅｏｆＨｉｓＭother，

Marry，

Ｉｆｈｅｍｉｇｈｔｇｏｐｌａｙａｔｂａｌｌ１２）

（我が，救世主は，母，メアリーに許しをこ

うた。

ポール遊びに行ってよいかと｡）

UlkhamonTrinitySundaywithDavidle

KeuandmanyothersranagainstDavid

andreceivedanaccidentalwounｄｆｒｏｍ

Ｄａｖｉｄｓｋｎｉｆｅｏｆｗｈｉｃｈｈｅｄｉｅｄｏnthe

followingFriday・Theywerebothrun‐

ｎｉｎｇｔｏｔｈｅｂａｌｌ，andranagainsteach

other，andtheknifehangingfrom

David'ｓｂｅｌｔｓｔｕｃｋｏｕｔｓｏｔｈａｔｔｈｅｐｏｉｎｔ

ｔｈｏughinthesheathstruckagainst

Henry，sbelly，andthehandleagainst

David'sbellyHenrywaswounded

rightthroughthesheathanddiedby

misadventure13）

〔ウィリアム・ド・エリントンの息子，ヘン

リーは三位一体の祝日にアッファムでデイ

ヴィットル・キューその他多数の者と球

戯（playingatball）をしていたところ，

ディヴィッドとぶつかり，ディヴィッドの

ナイフで思わざる傷を負い，そのために次

の金曜日に死亡した。二人ともボールに

向って突進してぶつかったのだが，デイ

ヴイッドのベルトに吊るしていたナイフが

突き出ていたために先端はさやに納まって

いたものの，ヘンリーの腹に当り，握りは

デイヴイッドの腹に当った。ヘンリーはさ

やによって負傷し，不測の事故によって死

亡した｡〕

ここで，その犠牲者であるへンリーはludens

adpilam（playingatball)，つまり，球戯をし

ていたとしかただ単に記述されていないが，そ

のゲームはほとんど確実にフットボールである

と言ってよいかもしれない。というのは，なる

程，フットボールをしていたと記述されてはい

ないが，明らかに激しいゲームであり，多くの

者が参加したものであり，ロンドンやノフォー

クにおいてフットボールの記録が残されるよう

になった時代とざ程かけ離れていないからであ

る。

もう一方では，有名なバラッドであるＳｉｒ

このキャロルの本来の作者はフットボールのこ

とを考えていたか。彼がフットボールのことを

考えていたと推量したくなるが，その確証は

まったくない。

最後に，1280年の三位一体の祝日（Trinity

Sunday）にアッファム（ノーサンバーランド）

においてゲーム中に死亡事故があったという記

録がある。

Henry,sonofWilliamdeEllington,while

playingatball（ludensadpilum）ａｔ
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HughofLincolnortheJew，sDaughter(Child，

No.155)では，その物語の要素としてはっきり

とフットボールを取り入れている。

lFourandtwentybonnyboys

Wereplayingatba，

ＡｎｄｂｙｉｔｃａｍｅｈｉｍｓｗｅｅｔＳｉｒＨｕｇｈ，

Ａｎｄｈｅｐｌａｙｅｄａｅｒｔｈｅｍａ，、

２Ｈｅｋｉｅｋｅｄｔｈｅｂａｗｉｔｈｈｉｓｒｉｇｈｔｆｏｏｔ，

Ａｎｄｃａｔｃｈｄｉｔｗｉｈｉｓｋｎｅｅ，

Andthrouch-andthrotheJew，ｓｗｉｎｄｏｗ

Ｈｅｇａｒｄｔｈｅｂｏｎｎｙｂａｆｌｅｅ・'4）

（１２４人の元気な少年が，

ポールで遊んでいた，

そこへ愛しのサーヒューが通りかかって，

少年たち皆と遊んだ。

２彼は右足でポールを蹴り，

そして膝でポールを受けた，

すると見事なポールは

ユダヤ人の家の窓に飛び込んだ。’5)）

ルが13世紀に存在したという興味深い証拠が，

地獄の悪魔たちがユダ（Judas）の魂でフット

ボールを行っていると描写されている奇跡劇に

おいて見られる'6)。

記録の中に13世紀のフットボールについての

言及がない理由があるかもしれないが，その状

況をより詳しく考えてみる価値がある。１４世紀

からフットボールについて出された告示の数が

比較的に多くなるのであるが，それらのほとん

どを２つのうちの１つの方法で分類することが

できる。それらは文学上の言及であるか（とい

うのは，フットボールを比嚥に用いることが

1350年ごろから流行しだしたからである),ある

いは，フットボールのゲームが若者の心を弓術

から奪ったため，フットボールが公的不法妨害

又は，国家を危ぐするものと看倣されるように

なったゲームの公式な禁止の形をとっている。

このような状況はどちらも13世紀には生じな

かった。１３世紀のフットボールについての言及

は数に乏しく，ほとんど比噛的描写が用いられ

ていない。詩は単純で直接的であり，それに関

係する事実又は出来事だけに局限されている。

これらの詩にフットボールがまったく取り入れ

られてなければ，その場合，詩の作者はフット

ボールを充分知ってはいるけれども，それにつ

いて述べていないのであろう。けれどもチョー

サー(GeoffreyChaucer）（1340？-1400)は100

年後，フットボールを含めて日々の生活の事象

から比嚥的描写を引出している｡チョーサーは，

Knight，ｓＴａｌｅのパラモン（Palamon）とアル

シーテ(Arcite)との支持者たちとの闘いが行わ

れている個所で次のように述べている。

Therstomblensteedsstronge,ａｎｄｄｏｗｎ

ｇｏｏｔｈａｌ；

HerollethunderfootasdoothabalL'7）

（駿馬はどう像れ，騎乗の武者は皆落馬す

る；

ある者は足に踏まれてボールのようにころ

がる。’8)）

この詩はフットボールのゲームで始まるが，

ゲームの最中，サー・ヒューはボールを蹴って

ユダヤ人の窓をつき破り，そのことから他の事

件が発生する。この場合での不確かさはゲーム

についてでなく，その詩が作られた年代につい

てである。そのバラッドのプリミイテイーブな

形態において13世紀のものであると考えられて

おり，そのフットボールの出来事はよりずっと

以前のバージョンの中の１つに属すると信ずる

理由がある。その仮説を受入れることができれ

ば，１３世紀の街頭フットボール（streetfoot‐

ball)の状況を得ることになるが，それは仮説の

域を出ない。

フットボールについて言及していると考えら

れるこれら４つ以外は，１３世紀にはフットボー

ルについて言及しているものはない。スール

（soule)に似たゲームはそれについての数多く

の14世紀の言及から判断すると13世紀に広範に

行われていたに違いないのは確かであるが，フ

ランスからの記録もほとんどない。しかし,スー
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これがフットボールの比嚥であるのは明らかで

あり，1699年にチョーサーを次のように意訳し

たドライデン（Dryden）もそう感じている。

Ｄｏｗｎｇｏｅｓａｔｏｎｃｅｔｈｅｈｏｒｓｅｍａｎａｎｄｔｈe

horse；

Thatcourserstumblesonthefallensteed

Andflound，ringthrowsthevideroe'rhis

head

Onerollsalong，ａｆｏｏｔｂａｌｌｔｏｈｉｓｆｏｅｓ
．．．．．、１９）

（たちまち|こ人馬諸共どうと倒れる。馬は倒

れた馬につまずいて

もがく拍子に騎乗の武者を頭から投げ出

す｡

ある者はさながらフットボールの如く敵の

方へところがっていく20)｡）

まだ不法妨害に感じられなかった事情もあるか

もしれない。つまり，後世になっての市よりも

空地が多くあり，狭い路地が少なかったので

フットボールを行う者たちが小売商や家主を困

らせたりすることがなく，官憲を激怒させて

フットボールを弾圧する機会がなかったからで

あろう。これら諸々の点をすべて考えてみると

13世紀におけるフットボールがあまりよく記録

されていないことはあまり驚くべきことではな

いかもしれない。しかし，１３世紀にフットボー

ルが存在していたこと，そしてロンドンや他の

町の大通りにおいて行われていたこと，あるい

は郊外でも行われていたこと，そしてフット

ボールの発祥の地がどこであるにせよ，フット

ボールはすでにイングランドの北部へ浸透して

いたことはかなり確実視してよいだろう。

又，チョーサーと同時代の中西部（West-Mid

land）の人がロマンス，SirGawainandthe

GreenKnightの中で不明の作者はガウェイン

卿が刎ねた緑の騎士の首に対してアーサー王

（ＫｉｎｇArthur）の宮廷の面々がした仕打を描

くのに紛れもなく彼も又，フットボールを念頭

に置いていたことを示すような表現をもってし

ている。

Andmanykickedit(thehead)withtheir

feetasitrolledaway21）

〔そして，大勢の者が，それ（首）を蹴って

ころがした｡〕

まとめ

本研究ではマープルズ箸のAHistoryofFoot‐

ballの第二章EarliestRecordsを取りあげ，主

としてマープルズの見解に基づき，英国におけ

るフットボールについて言及したものの最初の

記録について明らかにした。マープルズはEar‐

liestRecordsの中で，特に12,13世紀における

フットボールの記録について考察している。彼

はトマス・Ｐ・ベケット伝の一部として1175年

に書かれたDescriptioNobilissimaeCivitalis

Londonaeの中でフイッツステフェンによって

言及されたゲームがフットボールであることを

強く示唆するものであるとしている。その根拠

として，第一に，フイッツステフェンが言及し

ているゲームは1533年から有名になった告解期

のフットボール試合と極めて関連があること，

第二に，そのゲームは学生のグループと様々な

商売をやっている者によって行われたのは確実

であること，を挙げている。

話は戻るが，何故，１３世紀にはフットボール

の禁止がまったくなかったのかを知るのは容易

である。弓術(Archery)が非常に重要視されて

いたので，その結果，フットボールだけでなく

他の数多くのスポーツや娯楽が禁止されたのは

100年戦争(HundredYearWar）（1338-1453）

であった。この問題で，そのようにフットボー

ルや他のスポーツや娯楽を禁止するという強い

行動をとる必要性は－世紀前の13世紀には生じ

なかった。ロンドンにおいてはフットボールが
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ＯbservationonPopularAntiquities（ｅｄＨ,Ellis，

London,1841)，１，４５，ｎｏｔｅ９;Ｆｒ・Knudsenの

DanskeStudier（1906)，ｐ８６，andnote;ＧＰ・

BlaschkeのＯＡ・EBorgen'sGeschichtedes

SportsallerVOlkerundZeiten（Leipzig,1926)，

１，３４におけるGeschichtederBallundLaufspiel；

そしてＫ､WildhagenのAngLBeiblatt45（1934)，

379によって採られてきた。

８）TheVale-RoyallofEngland（London,1656），ｐ

ｌ９４；quotedinMagoun,ｏｐ･Cit.，ｐ102.

9）WilliamB1adesed,TheBokeofSaintA1bansby

DameJulianaBerners（London,1881），sigE､５

－６;quotedinMagoun,ｏｐ・Cit.,ｐ、15.

10）ＥｄＪａｍｅｓＭｏｒｔｏｎ（CamdenSoc・ＰｕｂＬＮｏ､５７．

London,1853），ｐ､218,1,8;quotedinMagoun，

ｏｐｃｉｔ.，ｐ､４．、

11）ＥｄＳｉｒＦＭａｄｄｅｎ（London,1847），11,616,Ｖv、

24703-04;quotedinMagoun,ｏｐ.ｃit.，ｐ４．

１２）EdithRickerted，AncientEnglishChristmus

Carols，intheNewMedievalLibrary，London，

1910,ｐｐ８６－８７）；quotedinMagoun,ｏｐ・Cit.,ｐ、

12.

13）CalendarofInquisitions,Miscellaneous（Chan‐

cery）（London,1916），1,599,item2241.;quoted

inMagoun,ｏｐ､Cit.，ｐ5

14）ＦＪＣｈｉｌｄｅｄ,TheEnglishandScottishPopular

Ballads（Boston,1888），ｐｔ,５，ｐ､243,versionA；

quotedinMagoun,ｏｐｃｉｔ.，ｐ､12.

15)Ｆ・Ｐ・マグーン，Ｊｒ著，忍足欣四郎訳，フットボール

の社会史，岩波新書，1985,16頁の訳を用いた。

16）ｑｕｏｔｅｄｂｙＪ・JJusserrand,LesSportsetjeuxd，

exercicedansl，ancienneFrance2nded，Paris，

19011

17）Ｆ、NRobinsoned.，TheCompleteWorksof

GeoffreyChaucer（Boston,ｕｓ.Ａ,1933），ｐ50.；

quotedinMagoun，ｏｐｃｉｔ.，ｐ８．

１８)Ｆ､Ｐ・マグーン，Ｊｒ箸，忍足欣四郎訳，上掲書，１０頁

の訳を用いた。

19）PalamonandArcite;ortheKnight，ｓＴａｌａＢＫ・

iii,ｖ､611.;quotedinMagoun,ｏｐ・Cit.,ｐ､９．

２０)Ｆ・Ｐ・マグーン箸，忍足欣四郎訳，上掲書，１１頁の訳

を用いた。

21）Ｊ､RRTolkien-E.Ｖ､Gordonedd,Oxford1936,

ｖ､428;quotedinMagoun,ｏｐｃｉｔ.,ｐ､９．

注及び引用・参照文献

1）WPftindler,DieVergnUgungenderAugelsach‐

sen,Anglia,ＸＸＩＸ（1906），417-526;quotedin

Magoun,HistoryofFootballfromthebeginning

tol871,K61nerAnglistischeArbeiten,1938,ｐ､１．

２）Nemnius,HistoriaBrittonum,cap、４１．ｅｄＴｈ

Ｍｏｍｍｓｅｎ，MonumentaGermanieHistorica，

AuctoresAntiquissimi,ＸＩＩＩ（Berlin,1898），pp

l82-183;quotedinMagoun，ｏｐｃｉｔ.,ｐ､１．

３）時々，問題にされてきた古典的なゲームはローマ人

のハルパスツーム(harpastum）とフォリス(follis）

である。ハルパスツームは小さく堅いボールを用い

て行われ，ボールは投げられたが決して蹴られるこ

とはなかった。フォリスは，普通，羽毛で詰められ

た柔いボールで行われ，アメリカ大陸原住民のゲー

ムであるラクロス（lacrosse）に似ていたと思われ

る。

４）Ｃ､Ｌ・Kingsforded,ASurveyofLondonbyJohn

Stow（Oxford，1908），11,219-29；quotedin

Magoun,ｏｐｃｉｔ.,ｐ３．

５）Ｉbid,ｐ､226;quotedinMagoun,ｏｐ・Cit.,ｐ､３．

６）Marples,AHistoryofFootball,London,Secker

＆Warburg，1954,ｐ､１９．

７）Magoun,ｏｐｃｉｔ.,ｐ､３．;彼のSurveyofLondon

（1598）においてフイッツステフェンのDescriptio

NobilissimaeCivitalisLondinaeをかなり引用し

たストウはsingulorumstudiorumscholaressaum

habentpilamの句をtheschollersofevery

schoolehavetheirball,orbaston（Kingsford,ed

cit.，１，９２)と英訳している。batを加えたのはスト

ウのものであり，それは，ストウはいずれにせよ

フイッツステフェンによって言及されたゲームを

クラプボール（club-ball）か又はホッケーの類の

ゲームと考えたことを意味している。事実，ストウ

はSurveyofLondonにおいていずれの個所におい

てもフットボールについて言及していない。けれど

もキングスフォードはこのやり方で明らかに２つ

の節を用いた（opcit.,11,470,under`football，)。

ストウの初期の編集者であるトーマス（Ｗ、Ｊ・

Thomas）（London,1842)は214ページにおいて`ad

lasumpilaecelebrem'を`atthewell-known

gameoffoot-ball'と英訳しており，そして，フィッ

ツステフェンの一節を`football'と解釈していると

見られるかもしれないのはブランド（JBrand）の


